
建設・土木 

●近所の公園について 

Ｑ． 

緑町一丁目地内にある、かたた公園なのですが、野球、サッカーなどのボール遊び禁止、遊具

は劣化していて使用禁止となってます。コロナ禍で家に引き篭もりがちな子供達を遊ばせること

ができません。いじみの公園や、中央公園など素晴らしい公園は沢山あるのは、もちろん知って

ますが、平日などの少しの空き時間などに遊ばせるのは町内の公園だと思います。現状、冬場の

雪捨て場くらいにしか活用されてません。子供達の声も聞こえません。野球、サッカー禁止は分

かるんですが、ボールを使っていただけで注意を受けました。あまり納得はできません。 

 

（令和 4年 5月受付） 

 

Ａ． 

 コロナ過ということもありますが、ご意見のとおり公園から子供たちの声が聞こえなくなった

と私も感じております。地域コミュニティの希薄化や子供たちの遊びの形態が屋外から室内へ変

化する中で、市内の公園が地域の憩いの場から遠ざかっているものと認識をしております。 

 公園利用のあり方につきましては、近隣や地域にお住いの方々からいただく様々なご意見に対

して、その都度、地元自治会と相談しながら公園の利用にあたって必要な措置及び対策を行って

いるところであり、かたた公園においては「野球・サッカー禁止」といった措置を講じておりま

すことをご理解願います。 

担当課には、いただきましたご意見を踏まえて、今一度、地元自治会と公園利用のルールについ

て協議するよう指示いたしました。 

 また、かたた公園の遊具については、今年度中の更新を予定していたところでありますことか

ら早急に対処するよう担当課に指示しましたのでご不便をおかけいたしますが、いましばらくお

時間をいただきたいと存じます。 

 いずれにいたしましても、このような地域密着型の公園が、「未来を担うこどもたち」の健全

な育成の場として、また、それを温かく地域の皆様が見守る憩いの場としてご利用いただけるよ

う、必要な措置を講じてまいりたいと考えております。 

 

（令和 4年 6月 3日回答） 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



建設・土木 

●アイネス駐車場の樹木管理について 

Ｑ． 

アイネスの駐車場の中に大きな立派な木が植えてあります。その木の足元から別の木が複数繁

殖し、大きくなって景観を損ねています。城への観光の入り口でもあり、早急に「足元から生え

て大きくなった余計な木々の撤去」をお願いしたいと思います。中心の立派な木は、木造だった

新発田病院の中庭にあり、木の姿や「女帝の木」という名前から、当時の院長が病院の象徴とし

て改築した病院の入り口に移植させたと記憶しています。一時枯れかかっていましたが復活し今

美しい姿をみせています。しかし、残念なことに 脇から生え「女帝の木」の枝を突き抜け繁殖

しているヤツデなどが非常に見苦しい。 

参考までにお伝えすると、木を切った際切り株に「除草剤の原液」を塗っておくと根まで枯れ

ます。余分な木を抜去となると経費もかかると思います。その様な方法もありますので参考にな

さって下さい。 

 

（令和 4年 6月受付） 

 

Ａ． 

 アイネスしばた駐車場の「木」に愛着、愛情をもって気を配っていただいていることに、感謝

申し上げます。私もこの「木」（タブノキ）は、旧県立新発田病院から引き継ぎ、今ではアイネ

スしばたのシンボル的なツリーとして、市民の皆様に認知されてきているものと感じております。

これまで、担当課において定期的に下草や雑木の除去を行ってきたところでありますが、ご指摘

のとおり下地にヤツデなどが伸び、樹形景観を損なう状態であったことから、早速、いただきま

したご助言を踏まえまして、担当課に雑木の伐採や剪定など必要な対応措置を講じるよう指示を

いたしました。今後も良好な樹形景観の維持、継続に努めてまいります。 

 

（令和 4年 6月 13日回答） 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



建設・土木 

●三角公園の使用について 

Ｑ． 

新道・掛蔵通り保存推進協議会という団体が、お盆期間に公園にぼんぼりを飾ると聞いたが、

交通安全のための公園なのでやめてほしい。植物を植え替えるという話も聞いたが、勝手に進め

ないでほしい。 

三角公園の野草園を 10 年間コツコツ育ててきました。この植物園を潰すようなことをしない

でください。 

 

（令和 4年 6月受付） 

 

Ａ． 

 お手紙にありました団体は、「新道・掛蔵通り保存推進協議会」という、地域の店舗経営者で

構成された団体です。新道・掛蔵をご利用される皆様に愛される地域づくりといつまでも活性化

していけるよう保存推進に努めている団体と聞いております。 

 長引くコロナ禍におきまして、新道・掛蔵界隈の皆様が「がんばろう」と協議会が中心となっ

てお盆の頃に「朝顔ぼんぼりイルミネーション」と題するイベントをお考えとのことであります

が、実施場所となる小便小僧の三角公園は道路の付帯施設でもありますことから、協議会には、

必要な手続きを行うことと地域の皆様に十分配慮するよう、お話をさせていただきました。 

 また、ご心配されております三角公園については、とりつぶしたり、市や協議会が新たに植栽

することや植え替えるなどの手を加える考えはありませんのでご安心ください。市といたしまし

ては、これまでの維持管理を継続し、現状保存に努めてまいりたいと考えております。 

 

（令和 4年 6月 22日回答） 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 

 


